
(57)【要約】

【課題】流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チ

ューブの端部をより強固かつ確実に硬質パイプに接続固

定することができる内視鏡の配管接続部の構造を提供す

ることを目的とし、また、可撓性チューブの肉厚等にバ

ラツキがあってもその影響を受けることなく確実かつ容

易に硬質パイプに接続固定することができる内視鏡の配

管接続部の構造を提供すること。

【解決手段】チューブ固定環３の内周面に、可撓性チュ

ーブ２を硬質パイプ１の外周面に形成された突起４の後

側外縁部４１と前側外縁部４２とに各々押圧するための

前後一対のチューブ押圧部３２，３１が形成され、チュ

ーブ固定環３の内周面が、前後一対のチューブ押圧部３

２，３１以外の部分では可撓性チューブ２の外周面との

間に隙間ができる径に形成されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 を 通 す た め に 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を 硬 質 パ イ プ に 接 続 固 定 す
る た め の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 で あ っ て 、
　 上 記 硬 質 パ イ プ の 端 部 近 傍 の 外 周 面 に 突 起 が 形 成 さ れ て 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ が 上 記 硬
質 パ イ プ の 端 部 側 か ら 上 記 突 起 を 越 え て 上 記 硬 質 パ イ プ に 被 せ ら れ 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ
の 外 周 部 に 被 嵌 さ れ た チ ュ ー ブ 固 定 環 が 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 外 周 側 か ら 上 記 突 起 部 分 に
押 圧 す る 状 態 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 に お い て 、
　 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 に 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 上 記 突 起 の 前 側 外 縁 部 と 後 側 外
縁 部 と に 各 々 押 圧 す る た め の 前 後 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 上 記 前 後 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 の 間 に 位 置 す る 部 分 に
お い て は 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 上 記 突 起 部 分 に 被 さ っ て い る 部 分 の 外 周 面 を 押 圧 し な い
径 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 一 方 の 端 部 と 上 記 チ ュ ー ブ 押 圧
部 と の 間 に お い て は 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 上 記 硬 質 パ イ プ に 被 さ っ て い る 部 分 の 外 周 面
と の 間 に 隙 間 が で き る 径 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 他 方 の 端 部 と 上 記 チ ュ ー ブ 押 圧
部 と の 間 に お い て は 、 上 記 他 方 の 端 部 側 へ 次 第 に 広 が る テ ー パ 孔 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求
項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 の 一 方 又 は 双 方 が 、 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 径 を 垂 直 に 変 化
さ せ た 段 差 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 配 管
接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 の 一 方 又 は 双 方 が 、 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 径 を 漸 次 変 化 さ
せ た テ ー パ 面 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 配
管 接 続 部 の 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 被 せ ら れ る 側 の 端 部 か ら 上 記 一 対 の チ ュ ー
ブ 押 圧 部 を 越 え る 位 置 ま で 、 軸 線 方 向 に 複 数 の ス リ 割 り が 並 列 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
な い し ６ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 流 体 を 通 す た め に 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を 硬 質 パ イ プ に
接 続 固 定 す る た め の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 内 に は 、 送 気 、 送 水 及 び 吸 引 等 の た め の 各 種 流 体 管 路 が 配 管 さ れ て い て 、 そ の 操
作 弁 が 操 作 部 に 配 置 さ れ て い る 。 流 体 管 路 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 内 等 で は 可 撓 性 チ ュ ー ブ で
形 成 さ れ て い る が 、 そ れ を 操 作 弁 の シ リ ン ダ 等 に 直 接 接 続 す る こ と は で き な い の で 、 シ リ
ン ダ 等 に 突 設 さ れ た 金 属 パ イ プ に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た だ し 、 そ の よ う な 接 続 部 に は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ が 引 っ 張 ら れ る 力 や 流 体 圧 等 が 加 わ る
の で 、 そ の よ う な 力 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ が 抜 け る こ と の な い よ う に 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ と 金 属
パ イ プ と を し っ か り と 固 定 す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 例 え ば 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 硬 質 パ イ プ １ の 端 部 近 傍 の 外 周 面 に 突 起
４ を 形 成 し 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 硬 質 パ イ プ １ の 端 部 側 か ら 突 起 ４ を 越 え て 硬 質 パ イ プ １
に 被 せ 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 外 周 部 に 被 嵌 し た チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ で 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 外
周 側 か ら 突 起 ４ 部 分 に 押 圧 す る 状 態 に 固 定 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ９ ９ ３ ２ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な 構 成 の 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 に お い て は 、 可 撓 性 チ ュ
ー ブ ２ を 外 周 側 か ら 押 圧 す る た め の チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と し て 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 一 端
側 に テ ー パ 孔 状 の 斜 面 が 形 成 さ れ て い る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 例 え ば チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ に 対 し て 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 引 っ 張 り 方 向 と 逆 方 向
（ Ｘ 方 向 ） の 力 が 作 用 す る と チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ に よ る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 押 圧 力 が 著 し く
小 さ く な っ て し ま う の で 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 次 に 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ に 引 っ 張 り 方
向 の 力 Ｆ が 作 用 す る と 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 接 続 部 か ら 比 較 的 簡 単 に 外 れ て し ま っ た り 、
外 れ な い ま で も 流 体 漏 れ が 発 生 し て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ に Ｘ 方 向 の 力 が 作 用 し な い 場 合 で も 、 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と し
て チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 一 端 側 に テ ー パ 孔 状 の 斜 面 が 形 成 さ れ た だ け の 構 成 で は 、 可 撓 性 チ
ュ ー ブ ２ を 大 き な 力 で 押 圧 す る こ と が で き な い の で 、 引 っ 張 り 方 向 の 力 Ｆ に 対 抗 す る の に
十 分 な 固 定 力 を 得 る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う な 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 で は 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３
の 内 周 面 が チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ よ り 後 方 の 部 分 で 金 属 パ イ プ １ の 外 周 面 に 圧 入 気 味 に ピ ッ
タ リ と 当 接 す る こ と が 必 要 で あ り 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面
と 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 外 周 面 と の 間 に 隙 間 Ａ が あ る と 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ が Ｘ 方 向 に 簡 単
に 移 動 し て 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 外 れ た り 流 体 漏 れ が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か も 、 そ の よ う な 隙 間 Ａ が で き る か 否 か は 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 肉 厚 の 影 響 に 因 る と こ
ろ が 大 き く 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 肉 厚 に 一 定 の バ ラ ツ キ （ 公 差 ） が 発 生 す る の は 製 造 上 や
む を 得 な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の た め 、 金 属 パ イ プ １ に 対 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 接 続 強 度 に 大 き な バ ラ ツ キ が 発 生
す る と 共 に 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 肉 厚 が 厚 い 方 に ば ら つ く と 、
可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ に チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ を 被 嵌 す る こ と が で き な い た め 組 み 立 て 不 能 に な っ
て し ま い 、 そ の よ う な 場 合 に は 、 組 み 立 て の 現 場 で チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 径 を 可 撓 性 チ ュ
ー ブ ２ の 外 径 に 合 わ せ て 削 り 直 す こ と に な り 、 製 造 工 程 が 混 乱 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 流 体 を 通 す た め に 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を よ り 強
固 か つ 確 実 に 硬 質 パ イ プ に 接 続 固 定 す る こ と が で き る 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と し 、 ま た 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 肉 厚 等 に バ ラ ツ キ が あ っ て も そ の 影 響 を 受 け
る こ と な く 確 実 か つ 容 易 に 硬 質 パ イ プ に 接 続 固 定 す る こ と が で き る 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の
構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 は 、 流 体 を 通 す た め に
内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を 硬 質 パ イ プ に 接 続 固 定 す る た め の 内 視 鏡 の 配
管 接 続 部 の 構 造 で あ っ て 、 硬 質 パ イ プ の 端 部 近 傍 の 外 周 面 に 突 起 が 形 成 さ れ て 、 可 撓 性 チ
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ュ ー ブ が 硬 質 パ イ プ の 端 部 側 か ら 突 起 を 越 え て 硬 質 パ イ プ に 被 せ ら れ 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の
外 周 部 に 被 嵌 さ れ た チ ュ ー ブ 固 定 環 が 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 外 周 側 か ら 突 起 部 分 に 押 圧 す る 状
態 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 に お い て 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 に 、 可
撓 性 チ ュ ー ブ を 突 起 の 前 側 外 縁 部 と 後 側 外 縁 部 と に 各 々 押 圧 す る た め の 前 後 一 対 の チ ュ ー
ブ 押 圧 部 を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 前 後 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 の 間 に 位 置 す る 部 分 に お
い て は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 突 起 部 分 に 被 さ っ て い る 部 分 の 外 周 面 を 押 圧 し な い 径 に 形 成 さ
れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 一 方 の 端 部 と チ ュ ー ブ 押 圧 部 と
の 間 に お い て は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 硬 質 パ イ プ に 被 さ っ て い る 部 分 の 外 周 面 と の 間 に 隙 間
が で き る 径 に 形 成 さ れ て い る と よ く 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 他 方
の 端 部 と チ ュ ー ブ 押 圧 部 と の 間 に お い て は 、 そ の 端 部 側 へ 次 第 に 広 が る テ ー パ 孔 状 に 形 成
さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 の 一 方 又 は 双 方 が 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 径 を 垂 直 に 変 化 さ
せ た 段 差 に よ り 形 成 さ れ て い て も よ く 、 或 い は 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 径 を 漸 次 変 化 さ せ た
テ ー パ 面 に よ り 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 被 せ ら れ る 側 の 端 部 か ら 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 を 越
え る 位 置 ま で 、 軸 線 方 向 に 複 数 の ス リ 割 り が 並 列 に 形 成 さ れ て い る と 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の
着 脱 が 容 易 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 に 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 突 起 の 前 側 外 縁 部 と 後
側 外 縁 部 と に 各 々 押 圧 す る た め の 前 後 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 を 形 成 し た こ と に よ り 、 流 体
を 通 す た め に 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を よ り 強 固 か つ 確 実 に 硬 質 パ イ プ
に 接 続 固 定 す る こ と が で き 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 以 外 の 部 分
で は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 外 周 面 と の 間 に 隙 間 が で き る 径 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 可 撓
性 チ ュ ー ブ の 肉 厚 等 に バ ラ ツ キ が あ っ て も そ の 影 響 を 受 け る こ と な く 確 実 か つ 容 易 に 硬 質
パ イ プ に 接 続 固 定 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 流 体 を 通 す た め に 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 端 部 を 硬 質 パ イ プ に 接 続 固 定 す
る た め の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 で あ っ て 、 硬 質 パ イ プ の 端 部 近 傍 の 外 周 面 に 突 起 が 形
成 さ れ て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ が 硬 質 パ イ プ の 端 部 側 か ら 突 起 を 越 え て 硬 質 パ イ プ に 被 せ ら れ
、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 外 周 部 に 被 嵌 さ れ た チ ュ ー ブ 固 定 環 が 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 外 周 側 か ら 突
起 部 分 に 押 圧 す る 状 態 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 構 造 に お い て 、 チ ュ ー ブ 固
定 環 の 内 周 面 に 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 突 起 の 前 側 外 縁 部 と 後 側 外 縁 部 と に 各 々 押 圧 す る た め
の 前 後 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 内 周 面 が 、 前 後 一 対 の チ ュ ー
ブ 押 圧 部 の 間 に 位 置 す る 部 分 に お い て は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 突 起 部 分 に 被 さ っ て い る 部 分 の
外 周 面 を 押 圧 し な い 径 に 形 成 さ れ 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 の 一 方 の 端 部 と チ ュ ー ブ 押 圧 部 と の 間
に お い て は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 硬 質 パ イ プ に 被 さ っ て い る 部 分 の 外 周 面 と の 間 に 隙 間 が で
き る 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 内 視 鏡 の 配 管 構 成 を 略 示 し て お り 、 流 体 を 通 す た め の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 、 内 視
鏡 の 操 作 部 に 配 置 さ れ た 送 気 送 水 操 作 弁 １ １ 、 吸 引 操 作 弁 １ ２ 及 び 処 置 具 挿 入 口 金 １ ３ 等
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か ら 内 部 に 突 設 さ れ た 金 属 パ イ プ １ （ 硬 質 パ イ プ ） に 接 続 さ れ 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ が 可 撓
性 チ ュ ー ブ ２ を 金 属 パ イ プ １ に 押 圧 固 定 す る 状 態 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 そ の よ う な 金 属 パ イ プ １ に 対 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ り
、 図 ２ は 外 観 斜 視 図 で あ る 。 金 属 パ イ プ １ は 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 管 材 に よ り 形 成 さ れ 、 金
属 パ イ プ １ の 外 径 よ り 細 い 内 径 を 有 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 、 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹
脂 チ ュ ー ブ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 金 属 パ イ プ １ と 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 各 々 他 の
材 質 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。 ま た 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 内 径 が 金 属 パ イ プ １ の 外 径 と 同
じ 又 は そ れ よ り 僅 か に 太 い 程 度 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 金 属 パ イ プ １ の 端 部 近 傍 の 外 周 面 に は 、 一 定 の 高 さ の 突 起 ４ が 全 周 に わ た っ て 均 一 に 形
成 さ れ て い る 。 突 起 ４ は 、 金 属 パ イ プ １ よ り 径 が 一 回 り 大 き い 金 属 パ イ プ 材 を 金 属 パ イ プ
１ の 外 面 に 溶 接 又 は ロ ー 付 け 等 で 固 着 す る こ と に よ り 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 た だ
し 、 突 起 ４ が 金 属 パ イ プ １ と 一 体 に 形 成 さ れ て も よ く 、 周 方 向 に 複 数 に 分 割 形 成 さ れ て い
て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ は 、 金 属 パ イ プ １ の 開 口 端 部 側 か ら 突 起 ４ を 乗 り 越 え た 状 態 に 金 属 パ
イ プ １ に 被 せ ら れ 、 そ の 部 分 に お い て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 外 周 部 に 被 嵌 さ れ た チ ュ ー ブ
固 定 環 ３ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 外 周 側 か ら 突 起 ４ 部 分 に 押 圧 す る 状 態 に 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ は 全 体 と し て 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ て 、 金 属 パ イ プ １ 側 か ら （ 即 ち 、 図
１ 及 び 図 ２ に お い て 上 方 か ら ） ス ラ イ ド さ せ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 以 後 の 説 明 に
お い て 、 上 方 の 金 属 パ イ プ １ 側 を 後 方 、 下 方 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ 側 を 前 方 と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面 の 形 状 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 金 属 パ イ プ １ に 強 固 に 連 結 固
定 す る た め に 詳 細 な 工 夫 が 施 さ れ て お り 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 突 起 ４ を 乗 り 越 え る 状 態 に
被 さ っ て い る 部 分 で は 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面 （ 袋 状 逃 げ 部 ３ ０ ） が 、 可 撓 性 チ ュ ー
ブ ２ の 外 周 面 を 押 圧 し な い よ う 膨 ら ん だ 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 袋 状 逃 げ 部 ３ ０ の 後 端 部 分 に は 、 突 起 ４ の 後 側 外 縁 部 ４ １ に 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２
を 押 圧 す る 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 の 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部
３ １ は 、 袋 状 逃 げ 部 ３ ０ 側 へ 次 第 に 径 が 大 き く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て 、 可 撓 性 チ ュ ー
ブ ２ を 後 側 外 縁 部 ４ １ に 斜 め 後 方 か ら 面 部 で 押 圧 固 定 し て お り 、 従 来 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 と
同 様 の 形 状 、 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 袋 状 逃 げ 部 ３ ０ の 前 端 部 分 に は 、 突 起 ４ の 前 側 外 縁 部 ４ ２ に 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 押 圧 す
る 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 の 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ は 、
チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 径 を そ の 部 分 で 垂 直 に 減 少 さ せ た 段 差 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 可 撓
性 チ ュ ー ブ ２ を 前 側 外 縁 部 ４ ２ に 斜 め 前 方 か ら 段 差 の 角 部 で 押 圧 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ り 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ に Ｘ 方 向 の 力 が 作 用 し て も 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２
に 対 し て チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ が 移 動 せ ず 、 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 突
起 ４ の 前 側 外 縁 部 ４ ２ に 強 く 押 圧 固 定 し て い る こ と に よ り 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ に 対 す る 後
側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ の 押 圧 力 も 従 来 よ り 大 幅 に 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 結 果 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 金 属 パ イ プ １ の 端 部 に 強 固 に 連 結 固 定 さ れ た 状 態 に な り
、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 側 か ら 抜 く 方 向 （ Ｘ 方 向 と 逆 方 向 ） に 引 っ 張
る 力 Ｆ が 作 用 し て も 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 抜 け や 流 体 漏 れ 等 が 発 生 し な い 。 な お 、 可 撓 性
チ ュ ー ブ ２ を 真 っ 直 ぐ に 引 っ 張 っ た 場 合 の 抜 け に 関 し て は 、 従 来 技 術 の ２ 倍 程 度 の 耐 力 が
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得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面 は 、 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ 以 外
の 部 分 で は 、 金 属 パ イ プ １ に 被 さ っ て い る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 外 周 面 と の 間 に 隙 間 が で き
る 径 に 形 成 さ れ て お り 、 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 後 端 部 と の 間 で は
、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面 ３ ３ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 金 属 パ イ プ １ に 被 さ っ て い る 部 分
の 外 周 面 と の 間 に 一 定 の 隙 間 Ａ が で き る 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ と チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 前 端 部 と の 間 で は 、 チ ュ ー ブ 固 定
環 ３ の 内 周 面 ３ ４ が 先 端 部 側 へ 次 第 に 広 が る テ ー パ 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、
金 属 パ イ プ １ の 端 部 に 被 せ ら れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ に 対 し て チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ を ス ラ イ ド
さ せ て 取 り 付 け る 際 に 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ 内 に 容 易 に 案 内 さ れ 、 組 み 立
て 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 内 周 面 が 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ ， ３ ２ 以 外 の 部 分
で は 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 外 周 面 と の 間 に 隙 間 が で き る 径 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 可
撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 肉 厚 が 厚 い 側 に ば ら つ い て も 組 み 立 て に 支 障 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 肉 厚 が 薄 い 側 に ば ら つ い て も 、 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と 前
側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ と で チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ を 前 後 両 方 向 か ら 突 起 ４
に 押 圧 し て い る の で 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ に ガ タ つ き や 緩 み が 発 生 せ ず 強 固 な 連 結 強 度 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る
第 ２ 及 び 第 ３ の 実 施 例 の よ う に 、 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ と 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ ２ の 各
々 が 段 差 又 は テ ー パ 面 の ど ち ら で 形 成 さ れ て い て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 さ れ る 第 ４ の 実 施 例 の よ う に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ の 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２
に 被 せ ら れ る 側 の 端 部 か ら 一 対 の チ ュ ー ブ 押 圧 部 ３ １ ， ３ ２ を 越 え る 位 置 ま で 、 軸 線 方 向
に 複 数 の ス リ 割 り ３ ５ を 並 列 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の よ う な ス リ 割 り ３ ５ を 設 け る こ と に よ り 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環
３ を 着 脱 す る 作 業 に お い て 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 突 起 ４ に 被 さ っ た 部 分 を 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧
部 ３ ２ が 乗 り 越 え る 動 作 の 際 に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ が 広 が り 方 向 に 容 易 に 弾 性 変 形 し て 作
業 を 非 常 に ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て は 、 図 ８ に 示 さ れ る 第 ５ の 実 施 例 の よ う に 、 チ ュ ー ブ
固 定 環 ３ の 着 脱 方 向 を 第 １ の 実 施 例 と は 逆 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ 側 か ら 行 う よ う に し て も よ
い 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ ～ 第 ４ の 各 実 施 例 の 各 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ を 逆 向 き に す る だ け で そ
の ま ま 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 用 い ら れ る チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ は 、 従 来 の チ ュ ー ブ 固 定 環 が 用 い ら れ て い
る 部 分 の 交 換 部 品 と し て も 使 用 す る こ と が で き る の で 、 す で に 市 場 で 用 い ら れ て い る 内 視
鏡 の 定 期 点 検 の 際 等 に 、 チ ュ ー ブ 固 定 環 ３ だ け を 交 換 し て 接 続 強 度 を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に お け る 金 属 パ イ プ １ に 対 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 接
続 部 に 限 ら ず 、 流 体 を 通 す た め の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 端 部 が 金 属 パ イ プ １ に 接 続 固 定 さ れ
る コ ネ ク タ 部 や そ の 他 の 部 分 に お い て も 適 用 す る こ と が で き 、 金 属 パ イ プ １ に 代 え て 硬 質
の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 等 が 用 い ら れ た 部 分 で あ っ て も よ い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 の 配 管 略 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の チ ュ ー ブ 固 定 環 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 組 み 立 て 工 程 の 途 中 の 状 態 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 動 作 を 説 明 す る た め の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 問 題 点 を 説 明 す る た め の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 配 管 接 続 部 の 問 題 点 を 説 明 す る た め の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 金 属 パ イ プ （ 硬 質 パ イ プ ）
　 ２ 　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
　 ３ 　 チ ュ ー ブ 固 定 環
　 ４ 　 突 起
　 ３ ０ 　 袋 状 逃 げ 部
　 ３ １ 　 後 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部
　 ３ ２ 　 前 側 チ ュ ー ブ 押 圧 部
　 ３ ３ 　 内 周 面 （ 一 定 の 径 ）
　 ３ ４ 　 内 周 面 （ テ ー パ 面 ）
　 ３ ５ 　 ス リ 割 り
　 ４ １ 　 後 側 外 縁 部
　 ４ ２ 　 前 側 外 縁 部
　 Ａ 　 隙 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(9) JP 2007-130197 A 2007.5.31



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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